
復

　　

命

　　

書

令和８年７月２１日

議長 局長 次長 係長

　

「

　　

．

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 原口

　

泉

研修会名等 鹿児島県議長会 新議員研修会

期

　　

間 令和８年５月１４日（木）

内

　　

容

今回の研修では地方議員としての、 使命や職責について学んだ。 地方議員
とは政策や予算決議を決定する機関であり、町全体の適正な執行の監視・検
証の役割と必要性をついて、 また， 定例会と臨時会の違い、 議会が持つ条例
制定権、 予算議決権、 調査権などの権限について意味などを学んだ。 更に、
議員の発言は責任が重く、十分な調査研修を行うこと、そのため議会審議で
はまず議員が内容を十分理解し、住民の幸福のために尽くすことが基本的な
視点あると解説をされた。 併せて、 円滑な議会運営を行うには、 議員同士の
協議やルール厳守が必要不可欠であると学んだ。

所

　　

感

今回の研修会は当然今までには無い研修で、 本当の手探り状況でしたが、
新たな気持ちに想いを馳せる研修となりました。 議会には今後の町の方向性
を決定する重要な役割があり、その大事な役割を担える事に大変責任を感じ
ると共に、 やり甲斐を感じました。 議員は住民を代表する立場や発言があり、
そのためには、 普段から地域の課題や情報を常に把握して、 調査し検証する
姿勢が必要不可欠である思います。 またそれらの為の、 政策提案や行政監視
を行うにあたり、 議員として資質を高める為の努力、 自己啓発が必要だと強
く感じました。

添付資料



復

　　

命

　　

書

　　　　

令和 年 ６月／夕日

　

議長

　　　

局長

　　　

次長

　　　

係長

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 清水幸祐

研修会名等 鹿児島県議長会 新議員研修会

期

　　

間 令和８年５月１４日（木）

内

　　

容

今回の研修では、議会の使命と議員の職責について学んだ。議会は町の政策や予算
を決定する機関であり、その執行が適正に行われているかを監視・検証する役割を
担っていることが説明された。 また、 定例会と臨時会の違いや、 議会が持つ条例制
定権、 予算議決権、 調査権などの権限についても学んだ。 さらに、 議員の元自然蔵
会運営に大きな影響を与えるため、責任ある発言と十分な調査研究が必要であるこ
と、 弧

　

鵬 ｃは内容を十分理解した上で住民の福祉（幸せ）の増進を図ることを
基本とした視点から判断する重要性について説明があった。加えて、 円滑な議会運
営には議員同士の協議やルール遵守が必要であることを学んだ。

所

　　

感

今回の研修を通じて、 議会は単なる話し合いの場ではなく、 町の方向性を決定し、
その政策や予算執行を監視する重要な機関であることを改めて認識した。特に印象
に残ったのは、 議員には住民の代表として発言する責任があり、 その一言

　

白が出」
政に影響を与えるという点である。 そのためには、 日頃から地域課題を把握し、 十
分も叫功且．ノ－九で行う姿勢が不可欠であると感じた。 また、 議案審議では単なる賛否
ではなく、 住民福祉の向上につながるかという視点を持つことが重要だと感じた。
今後は、住民との対話を大切にしながら、政策提案と行政監視の両面を意識した議
会活動に努めていきたい。

添付資料



復

　　

命

　　

書

令和 ぎ年

　

６月Ｊュ日

議長 局長 次長 係長

１

　

１／ ｒ．・，〉

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 々

　

傾

　

がょ

研修会名等 豹稔彦－嵐｛考会

期

　　

間 令和

　

８ 年

　

～′月′け 日 （不）

内

　　

容

湯な小観総々掩蔽咳納 て絶妙（彰物州も湯の

所

　　

感

像年” 墓参Ｔ惨，ダぃて 桝 か ば ね
ゞ斜めルーレ^彰ドキ恥

球 もち体帖・総 函 衝リ、焔鉄計多熱々かワ、疹臨 も、秒
如来、 休戦 払象、稀乞Ｔ｝ 修＆めＴ

が１ “ 後 眺イくりセ

レて く多端“鎗み ％ ゐ

添付資料



復

　　

命

　　

書

令和

　

８年

　

５月

　

１９日

議長 局長 次長 係長

　　

、．

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 小玉秀行

研修会名等 鹿児島県議長会 新議員研修会

期

　　

間 令和８年５月１４日（木）

内

　　

容

新議員研修会

　

１． 議会の使命と議員の職責

　

２． 定例会・臨時会

　

３． 議会の権限

　

４． 議会における議員の発言

　

５． 議案の審議

　

６． 委員会の運営

所

　　

感

昨年から今年にかけて当選された新人議員向けの研修会であった。
議員としての責務、地方自治を行うための議会制度、具体的な進め方の方法
等、 基本的なことを学んだ。
冒頭、 講師から、 これだけの量を学ぶのは数日必要と言われたのが理解でき
た。
今回は駆け足での講義だったので、 しっかりと復習して理解を深めてゆきた
し、。
そして、 更に、 予算、 条例、 行政組織、 議会運営についても学んでゆきたい
と思う。

添付資料



復

　

命

　

書

令和

　

８年

　

５月１５日

議長 局長 次長 係長

　　

１

肝付町議会議長

　

様

　

以下のとおり報告いたします。

氏

　

名 前原

　

和幸

研修会名等 議員研修会（主催：肝属・曽於郡町村議会議長会）

期

　

間 令和

　

８年

　

５月１４日（木）

内

　

容

演題：ｕ蔭公運営に関ラる一般的な事例について（発言・表決）』
講師：鹿児島県町村議会議長会

　

事務局次長

　

星鉄啓明（ほしむれひるあき）氏
１．開会から閉会までの一般的な手続の流れ
２．議会用語
３．発言（一般質問）
４．（表決にあたっての）会議規則（抜粋）
５．定足数の原則
６．過半数の原則
７．事例ごとの解説
８．まとめ

所

　

感

手続きの流れを説明し、少し議会用語に触れられ、一般質問における内容や発言の仕方
などの注意事項など分かり易く説明頂いた。
一般質問の本質は、個別事案の追及ではなく、背景や方針などの全体像を「高所」から問
う点にある。具体的には、個別ではなく「広い視点」、要望ではなく「方針」、単発ではなく
「継続性」、対応ではなく「戦略」、現象ではなく「原因」を問うことが肝要である。この学び
を今後の一般質問に活かし、質問の質の向上を図りたい。
議会の意思決定方法には、①過半数②特別多数③比較多数とあり、地方議会において
は、一般的には出席議員の過半数によることを原則とし、特別多数を例外としているとの
ことであった。定足数や過半数の原則など、基礎知識の重要性を再認識する有意義な機
会となった。定足数や過半数の原則など、基礎知識の重要Ｊｉェじけｍ＊ラる有意義な機会
とチまったろ

添付資料 無し



復

　

命

　

書

令和

　

８

　

年

　

５月

　

１８

　

＝

講義長 局長 次長 係長

　

．
＼

　

．

　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　

．′

　

ノ

　　　　　　　　　　　　　　　

．・

月刊寸町議会議長

　

様

　

以下のとおり報告いたします。

氏

　

名 進藤

　

鈴了‐

研修会名等 肝属・曽於郡町村議会議長会

　

議員研修会

期

　

間 令和８年５月１４日（木）

内

　

容

議会運営に関する一般的な事例等について（発言・表決）

　　　　　　

講師；

　

鹿児島県〒」十一鶴△議長会

　　　　　　　　　　　

事務局次長

　

星むれ啓明氏

所

　

感

講義の内容がＩＺ項目ほどあり、その中の２点について所感を述べます。
１点目、一般質問について、町の一般事務についての質問をするときの注意点としては、
町の事務との関わりある町民生活への影響の観点からの質問が望ましい。
例えば、財政運営の将来の展望をどう考えるか？苦しい財政の見通しの中で福祉行政に
ついてどのように考えているかというような内容が望まし。
外交問題や防衛問題など範囲を超えているので、国や県の事務を取り上げて質問すること
はできない。
２点目、白票について、過半数の原則により、出席議員の過半数の賛成があった場合可決
する。しかし、投票採決の結果が賛成１０、反対１０、白票１があった場合、２１人の過半数は
１１人ですから可決できなない。
また、白票は会議規則第８４条で規定されているように白票は『否』とみなす。したがってこ
の場合賛成１０票、反対１１票とみなされるから否決となる。
わが町の議会で投票による表決が行われた時、積極的な投票で白票ゼロでありたいものと
考えます。

添付資料



復

　　

命

　　

書

令和８年６月２日

議長 局長 次長 係長

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 吉原

　

光

研修会名等 肝属・曽於郡町村議会議長会

　

議員研修会

期

　　

間 令和８年５月１４日（木）

内

　　

容

所

　　

感

演題：議会運営に関する一般的な事例等について（発言・表決）
講師：鹿児島県町村議会議長会 事務局次長

　

星緩啓明氏

・議会用語の定義と手続：開会・開議の区別や、招集から閉会に至る本会議
の正確なフローを確認した。
・一般質問のあり方：質問範囲は当該自治体の一般事務に限られるが、 町民
生活に影響する事項であれば国・県の事務も対象となり得ること、 また最高
責任者の所信を問う 「高い次元」 の質問が望ましいことが示された。
・表決の原則と実務：定足数と過半数（議長を除く）の計算、可とする者を
先に諮る 「可をはかる原則」、 および白票を 「否」 とみなす標準的な取り扱い
について事例を交えた解説があった。
・修正案の採決順序：修正案がある場合は、原案に遠いものや委員会修正部
分から先に表決し、最後に残余（または原案）を採決する二段構えの手順を
再確認した。
・基本動作の厳格化：本研修を通じ、「質疑」 と 「質問」、「採決」 と 「裁
決」など、普段何気なく使用している用語には厳密な定義と法的な根拠があ
ることを改めて痛感した。 これらの正確な使い分けは、 議会の正当性を守る
ための基本動作であり、 今後の議事進行において常に意識すべき点であると
感じた。
・一般質問における立脚点の再考：一般質問について、 単なる事実確認や個
別事案の要望にとどまらず、自治体の最高責任者に対して「財政運営の将来
展望」 や 「福祉行政の考え方」 を問うべきであるという指針は非常に示唆に
富んでいた。 今後は、 町の事務との関わりを明確にしつつ、 より大局的な視
点から執行部の所信を質し、 政策立案能力を高めていく必要がある。
・意思決定プロセスの透明性と正確性：特に印象に残ったのは、 可否同数時
の対応や白票の取り扱いなど、 紛糾しやすい場面でのルールである。 白票を
「否」 とみなすことが 「表決方法 （起立・投票等） によって結果を左右させ
ない」 という公平性の原則に基づいている点は深く納得した。 議会としての
意思決定が町民に対して疑義を抱かせないよう、 こうした実務上の知識を
アップデートし続け、 円滑かつ適正な議会運営に寄与していきたい。

添付資料 なし



復

　　

命

　　

書

　　　　　　　　　　　

令和 身 年

　

６ 月

　

／

　

日

　　　　　　　

議長

　　　

局長

　　　

次長

　　

」
係長

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 畜

　

． 数 な＼
研修会名等

鮎８蝋、雛・診婚岬翻松払験 蒸顔飾ろム
期

　　

間 令和 年 月／－≠日（才＼）

内

　　

容

ｒ撚 余鼻鴇 槌する／徽ぁ影稀一考

　　　　　　　

ー： 〃・・２ （ 於 を み；〆） ・

　　

帰参や 荻燃司泉町〆郷松熱．ゑβ

　　　

寿熱函ネ琢

　

孝系 静”《

所

　　

感

⑫廃老
／徴～亥 ーｑ洛 に耀み 緩ものだ

－掬婦鋒 久 難癖あり できる久ど 〆計７麹町

”ね 。

・ハ ．／徴
尋族 ヒヴ、， だ 謎 けさ

と肉お、占≦？

　

－ ＊滋

　　

一

　

′ね臨 海 ゲ ム‘ガム、 帆の
孝堵Ｌが

準／敬ぎ硲セガ一川 ；『入盈ず Ｙ｝、三三 ニダメ ー鯛

　

縛粁求ぬキ縞を之 妙Ｌｒぞ 別『 商 工 ぼくュげ
”し′ゞ

① 売家 い ；ゞ遊彩数で騨別離”紗ゑキ は兆※緯“キクやも
郷

抜族怖歩彦 数次－然もの戸ｏ・、．
’Ｗネが 馴爪 “Ｙｆ十

たけガ惣＃端故渉”幼姦腐心を～ 郷－－命数鍬束・キ桃茨調原彬‘妬ず，

添付資料

　　　　　　　　　　　

券争わ 歩畔減員１り信汝も。

も，

こマ．



復

　　

命

　　

書

令和ｇ年ｒ月ュ′日
議長 局長 次号 係長

ミニ
；

　

ミ
、

さ
さ：

肝付町議会議長

　　

様

以下のとおり報告いたします。

期

　　

間

物≠

　

２叫 べ す ごし浄坪当て【ルホイム

弦公選髪蝦噂 興趣ぅ崎気象，尺

　　　

（巧も多みズフ

牽鋳・跡郷、蔀霧挑 数 湖≦

じ公 』の′ず冷 厳審谷、之特調査の

あり方冬参獄への‘叡煮菅瓦教示」

覆わ説劇毒ｋき欲得＊寿‘の みる

添付資料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

均
閉
〆

氏

　

名

　　

ー

　　　　

：歎ず
茅

　　

「」〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

］；’＼

研修会名等

　

双≧好劣、キ
倍 該姿商 略
月～日（

　

）

すごしお 硝、 児ホイム

期

　　

間

　　　　　　　　　　　　　

ロ

物脅、

内 容

　

鉄公選 傷も１れっリ

逐猪＃錐毎呪術教系‘

　　　　　　　

’

ヲ殺が託Ｌ

“－の各の

教示」

‘の ある

所

　

感

　　

あ

衣め



復

　　

命

　　

書

令和 年 才月／｛辛日

議長 局長 次長 係長

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 不

　

錆

　

メ露

　

一聾

研修会名等 瑞穂》、営繕メード掛けますハ
．メドこぎテー在朝；繍

期

　　

間 令和 ぢ年ｇ月ノリ日（木）

内

　　

容

瀞繋ぎ影響に逸れザヂ，－－群島そぎぎだす 霧ｒコぎｒィ～桝

所

　　

感

静 態メートきざ頭ぎｒ
’
、鴬 ドルノ

テリメ≧デー輝か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，

　

″ ／”．Ｉ

　　

Ｌ

獅ゑ淫差す 博愛もぎ一
考１・メド ・ｒふか

ゴビ

霊

　

だ

　

ｒ ・・ キ

　　

． ｉ‐ｔｂ

添付資料



復

　

命

　

書

議長 局長 次長 係長

令和

　　

年

　

６ 月

　

／

　

日

肝付町議会議長

　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏名 有留

　

智哉

研修会名等 肝属・曽於郡町村議会議長会

　

令和８年度議員研修会

期間 令和８年５月１４日

内容

「議会運営に関する一般的な事例について （発言・表決）」
講師：鹿児島県町村議会議長会

　　　

事務局次長

　

星族

　

啓明

　

氏

議会運営に関する一般的な事例 （発言・表決）」 をテーマに、
議会運営の基本原則と実務上の具体的な手続きが解説されまし
た。 まず、 議会用語の正確な定義として、 「開会」 と 「開議」 の
区別、 および 「質疑」 「質問」 「討論」 などの違いが整理されま
した。 一般質問については、 わが町の一般事務に限定されるとい
う原則が示され、国の事務や外交・防衛問題などは範囲外である
こと、 また最高責任者に対して高い次元で所信を問うべきである
との説明がありました。
会議の運営面では、定足数（議員定数の半数以上）や過半数の
原則といった意思決定の基本条件が再確認されました。表決実務
においては、起立表決で賛成が過半数に達しない場合の否決宣告
の手順や、一つの議案に複数の内容が含まれる場合の分割採決の
必要性が説明されました。また、投票表決における白票は「否」
とみなすことや、 修正案がある場合は 「原案に遠いもの」 から順
に表決し、最後に残余の部分を採決するといった具体的な順序に
ついても詳細な解説が行われました。

所感

議会運営における法令や会議規則に基づいた適正な手続きの重
要性を改めて認識しました。特に、表決の方法や順序、白票の扱
いといった実務上の細かなルールが、議会の意思決定に決定的な
影響を及ぼすことを学び、厳格な運営が公正さを担保しているこ
とを痛感しました。

　

また、 一般質問のあり方について、 単なる事務確認ではなく、
町の将来展望を問う 「高い次元」 での議論が求められているとい
う指摘は、今後の活動における大きな指針となりました。今後
は、本研修で深めた専門知識を自身の議員活動に反映させ、より



　　　　　　　　　　

円滑で信頼される議会運営に寄与できるよう努めてまいります。

　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　

　　　　 　　 　　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

繁勇躍
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